
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 9 施策№ 93 事業№ 1 8

事務事業名 住民情報システム管理事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始 S59 終了
H28担当課等名 総務文書課 H28係等名 情報システム係 H27係等名 情報システム係

基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

施策 93 良質な行政サービスの提供

目
的

対象（誰・何を） 住民情報システム

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

住民情報システム利用端末台数
（台）

275
意図（どういう状態
にするか）

適切に運用管理する

向上させたい上位施
策の成果指標

市での事業や住民サービス全般に対して信頼している市
民の割合（％）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

システム障害の発生件数 0 0 0 -

定性
目標

事
業
概
要

住民情報システムの運用管理
戸籍システムの運用管理
住民情報システムの更新
番号制度に対応するためのシステム整備

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

１　住民情報システムの運用管理
２　戸籍システムの運用管理
３　税番号・社会保障制度に関係するシステムの整備
４　次期基幹系システムの選定・構築【新】
　(1) 選定及び構築における庁内組織の運営
　(2) システム事業者の選定
　(3) システム構築の進捗管理
５　戸籍システムの共同化【新】
　(1) システム構築
　(2) システム構築の進捗管理
６　基幹系プリンター更新

１　システム運用日数
２　システム運用日数
３　システム整備数
４
　(1) 庁内会議の実施数
　(2) システム構築会議の実施数

５
　(1) 構築数
　(2) システム構築会議の実施数
６　更新数

１　　　　　　　　365日
２　　　　　　　　365日
３　　　　　　　　　11式
４
　(1)　　　　　　　　５回
　(2)　　　　　　　　９回

５
　(1)　 　　　　　　 1式
　(2)　　　　　　　　６回
６　　　　　　　　　28台

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 153,430 149,657 136,694 132,536 番号制度システム整備補助    33,670千円
戸籍共同化町村負担金　　      5,110千円国庫支出金 36,596 40,235 33,670 10,386

県支出金 78

起債

その他 6,705 5,110 14,805

一般財源 116,834 102,717 97,914 107,267

人件費計（千円）② 4,828 5,292

正規職員所要時間 1,350 1,480

臨時職員所要時間

総事業費①+② 158,258 149,657 141,986 132,536

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・社会保障・税番号制度に対応するため、システム改修・構築を行った。
・基幹系システム更新に向けて、庁内にシステム選定委員会を設け、次期システムの選定を行い、更新作業に着手した。
・下伊那郡町村と戸籍システムを共同利用するための仕組みを構築、運用を開始し、コスト削減に努めた。

改革改善
の考え方

①問題
点

・総務省が示した「新たな自治体情報セキュリティ対策の強化」への対応。
・新住民情報システムのスムーズな導入と、導入後の安定稼働を確保。

②改革
提案

・「新たな自治体情報セキュリティ対策の強化」に対応するため、操作職員の認証方法と外部記憶媒体管理の強化を
行う。
・新住民情報システムの更新作業の進捗管理、稼働後の運用計画を策定する。


